
：メインアリーナ、サブアリーナ、マルチパーパスの壁面に杉を使用

：大屋根の雨水を集水して雑用水に利用
　基礎杭による地熱と冷温水蓄熱槽を利用した空調設備を採用。

：大型昇降機（車いす４台乗車）、多目的トイレやメインアリーナ３階観客席
　部分から１階までの屋外スロープを設置

　　いしかわ総合スポーツセンター

プールマシンジム

　当該施設は、老朽化が進み、金沢城公園整備のために除却された旧体育館（昭和40年建設）
に代わり、県西部緑地公園の一角に移転建設されたものである。
　設計は、日本芸術院会員の池原義郎氏が主宰する㈱池原義郎・建築設計事務所が手掛け
た。
　外観は、ゆるやかな起伏でメインアリーナ、サブアリーナ、プールなど、建物全体を覆う一面の
大屋根と、ガラスを多く用いて外光を積極的に採り入れた外壁、及び3階のグランドデッキへ昇る
スロープが特徴であり、本県の「スポーツ振興の中核的拠点施設」に相応しいシンボリックな形
体としている。



工事概要

バスケットコート４面、器具庫、選手控室、貴賓室等　面積約7,280㎡
観客席5,000席（固定2,857席、可動2,152席）　面積約3,000㎡
バスケットコート２面、器具庫等　面積約2,350㎡
観客席固定317席（可動688席を設置して計1,005席）　面積約790㎡
ダンスレッスン等多目的な利用　収容人員60名程度　面積約480㎡
収容人員60名程度　面積約515㎡
25ｍ６コース、採暖室等　面積約950㎡

のべ２８，３４２㎡
鉄骨・鉄筋コンクリート・鉄骨鉄筋コンクリート造：地上３F
（屋内体育施設）
平成１７年１０月～平成２０年３月
金沢市稚日野町北地内
④文化体育施設
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プ ー ル
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メ イ ン ア リ ー ナ

サ ブ ア リ ー ナ

メインアリーナ

サブアリーナ マルチパーパス

　メインアリーナの大空間（天井高さ２５ｍ、梁間スパン約５０ｍ）の大屋根を鉄骨とケーブルを弓状
に張った張弦梁構法を採用。


